
再評価 【番号６～９】

国営附帯県営農地防災事業
那賀川・今津地区
那賀川・小松島地区
那賀川・南岸地区
那賀川・平島地区



事業概要

①那賀川・小松島地区⑦那賀川・小松島地区

⑨那賀川・平島地区

⑥那賀川・今津地区

⑧那賀川・南岸地区



事業内容・進捗状況【那賀川・今津地区】

令和２～３年度予定

凡　　　例

平成29年度まで

平成30年度施工

令和元年度施工

受益面積 218.5ha
受益戸数 2,371戸
主要工事 幹線水路工 3.4km
総事業費 699,100千円
工 期 平成27年度～令和3年度整備前

整備後



受益地の状況

②①

④③

水稲 きゅうり

ブロッコリー 水路の状況



事業実施による効果

■■

課題
■ 用水路への生活雑排水の流入
■ 用水路の老朽化
■ 農業用水の水質悪化

■■

対策
■ 用水路施設の機能保全

■ 流れを良くしてきれいな水に（水質改善）

■■

効果
■ 維持管理費の軽減

■ 水管理の効率化及び適正化
■ きれいな水で農産物生産



今後の取組・見通し

・予算の重点化による事業の
集中実施
・工事に伴う借地等を含む
地元調整の推進

今後の取組

令和３年度完了を目指す

・幹線水路整備の推進
・複数工区の実施による幹線
水路の併行実施による早期効果
の発現

今後の見通し



総便益 ／ 総費用 ＝２．２５総便益 ／ 総費用 ＝２．２５

費用対効果【那賀川・今津地区】

総 便 益
１ 作物生産効果
２ 営農経費節減効果
３ 維持管理費節減効果
４ 国産農産物安定供給効果

９７億２，６０３万７千円

総 費 用

事業効果発現に必要な費用

４３億１，１１１万４千円



事業内容・進捗状況【那賀川・小松島地区】

令和2～3年度予定

凡　　　例

平成29年度まで施工

平成30年度施工

令和元年度施工

受益面積 625.3ha
受益戸数 1,040戸
主要工事 幹線水路工 5.0km
総事業費 805,200千円
工 期 平成27年度～令和３年度

整備前

整備後



総便益 ／ 総費用 ＝１．０６総便益 ／ 総費用 ＝１．０６

費用対効果【那賀川・小松島地区】

総 便 益
１ 作物生産効果
２ 営農経費節減効果
３ 維持管理費節減効果
４ 国産農産物安定供給効果

１５８億７，７８３万８千円

総 費 用

事業効果発現に必要な費用

１４８億７，２３６万８千円



事業内容・進捗状況【那賀川・南岸地区】

南-2-1用水路 L=1251m
南-2-2用水路 L=1888m 南-2-2-1用水路 L=1121m

令和2～3年度予定

凡　　　例

平成29年度まで施工

平成30年度施工

令和元年度施工

受益面積 207.9ha
受益戸数 2,797戸
主要工事 幹線水路工 4.3km
総事業費 701,600千円
工 期 平成27年度～令和３年度

整備前 整備後



総便益 ／ 総費用 ＝１．９０総便益 ／ 総費用 ＝１．９０

費用対効果【那賀川・南岸地区】

総 便 益
１ 作物生産効果
２ 営農経費節減効果
３ 維持管理費節減効果
４ 国産農産物安定供給効果

９６億１，３４５万８千円

総 費 用

事業効果発現に必要な費用

５０億３，７０５万６千円



中島用水路 L=2373m

上福井用水路 L=2568m

平島幹線水路 L=469m

事業内容・進捗状況【那賀川・平島地区】

令和2～3年度予定

凡　　　例

平成29年度まで施工

平成30年度施工

令和元年度施工

受益面積 341.4ha
受益戸数 3,880戸
主要工事 幹線水路工 5.4km
総事業費 1,098,800千円
工 期 平成27年度～令和３年度

整備後整備前



総便益 ／ 総費用 ＝１．５６総便益 ／ 総費用 ＝１．５６

費用対効果【那賀川・平島地区】

総 便 益
１ 作物生産効果
２ 営農経費節減効果
３ 維持管理費節減効果
４ 国産農産物安定供給効果

１１３億５，４４８万８千円

総 費 用

事業効果発現に必要な費用

７２億４，９３５万９千円


